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特集―長時間労働の影響 

年
間
の
総
実
労
働
時
間
は
、
近
年
着
実
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
が
、
残

年
間
の
総
実
労
働
時
間
は
、
近
年
着
実
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
が
、
残
業

や
休
日
出
勤
に
よ
る
所
定
外
労
働
時
間
は
減
ら
ず
高
い
水
準
を
維
持

や
休
日
出
勤
に
よ
る
所
定
外
労
働
時
間
は
減
ら
ず
高
い
水
準
を
維
持
す

る
一
方
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
も
社
会
問
題
と
し
て
認
識

る
一
方
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
も
社
会
問
題
と
し
て
認
識
が

深
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
根
絶
は
難
し
い
。
深
夜
に
及
ぶ
労
働
や

深
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
根
絶
は
難
し
い
。
深
夜
に
及
ぶ
労
働
や
休

日
出
勤
に
よ
る
長
時
間
労
働
は
、
心
身
の
健
康
や
創
造
的
な
仕
事
に

日
出
勤
に
よ
る
長
時
間
労
働
は
、
心
身
の
健
康
や
創
造
的
な
仕
事
に
悪

影
響
を
与
え
、
働
く
人
々
か
ら
家
族
や
地
域
社
会
と
の
触
れ
合
い
を

影
響
を
与
え
、
働
く
人
々
か
ら
家
族
や
地
域
社
会
と
の
触
れ
合
い
を
遠

ざ
け
る
こ
と
に
な
る
。
長
時
間
労
働
が
ど
の
よ
う
な
形
で
生
じ
、
ど

ざ
け
る
こ
と
に
な
る
。
長
時
間
労
働
が
ど
の
よ
う
な
形
で
生
じ
、
ど
こ

に
歪
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
を
検
証
す
る

に
歪
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。 

年
間
の
総
実
労
働
時
間
は
、
近
年
着
実
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
が
、
残
業

や
休
日
出
勤
に
よ
る
所
定
外
労
働
時
間
は
減
ら
ず
高
い
水
準
を
維
持
す

る
一
方
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
も
社
会
問
題
と
し
て
認
識
が

深
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
根
絶
は
難
し
い
。
深
夜
に
及
ぶ
労
働
や
休

日
出
勤
に
よ
る
長
時
間
労
働
は
、
心
身
の
健
康
や
創
造
的
な
仕
事
に
悪

影
響
を
与
え
、
働
く
人
々
か
ら
家
族
や
地
域
社
会
と
の
触
れ
合
い
を
遠

ざ
け
る
こ
と
に
な
る
。
長
時
間
労
働
が
ど
の
よ
う
な
形
で
生
じ
、
ど
こ

に
歪
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。 

公
式
統
計

公
式
統
計
か
ら
み
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研
究
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は
じ
め
に 

 

　
こ
れ
ま
で
、
時
間
外
割
増
賃
金
の
支
払
対

象
で
あ
る
が
実
際
に
は
割
増
賃
金
が
支
払
わ

れ
て
い
な
い
労
働
時
間
の
こ
と
を
「
サ
ー
ビ

ス
残
業
」
と
呼
ん
で
き
た
。
し
か
し
筆
者
は

次
の
よ
う
な
理
由
で
、
こ
の
言
葉
を
「
不
払

い
労
働
時
間
」
と
呼
び
た
い
と
考
え
る
。 

　
第
一
に
、
「
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
言
葉
は
、

労
働
者
が
積
極
的
に
残
業
な
ど
を
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
こ
と
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
積
極
的
な
残
業
が
な
い

と
は
思
わ
な
い
が
、
や
は
り
印
象
が
良
く
な

い
し
、
的
確
な
表
現
で
は
な
い
。
第
二
に
、

「
残
業
」
だ
け
で
は
範
囲
が
狭
く
、
実
際
に

は
早
出
、
持
ち
帰
り
（
ふ
ろ
し
き
残
業
）
、

休
日
の
自
宅
で
の
作
業
な
ど
も
包
含
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
不

払
い
労
働
時
間
」
と
は
、
「
時
間
外
労
働
手

当
の
支
給
対
象
と
な
る
労
働
者
の
業
務
で
、

残
業
、
早
出
、
休
日
出
勤
、
自
宅
で
の
作
業

な
ど
と
し
て
行
わ
れ
た
労
働
時
間
の
う
ち
、

時
間
外
労
働
手
当
が
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
す

べ
て
の
労
働
時
間
」
と
定
義
す
る
こ
と
に
す

る
。 

　
本
稿
は
、
公
式
統
計
を
使
用
し
て
、
こ
の

不
払
い
労
働
時
間
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と

を
主
目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
の
ベ

ー
ス
に
な
っ
た
論
文
（
小
倉
・
坂
口
〈
二
〇

〇
四
〉
）
は
、
こ
の
問
題
を
よ
り
詳
し
く
取

り
上
げ
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
考
に
し
て

頂
き
た
い
（
当
機
構
の
Ｈ
Ｐ
に
て
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）
。 

   

１
．恒
常
的
な
時
間
外
労
働 

 

　
厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
、
日
本
は
「
年

間
総
実
労
働
時
間
」
が
先
進
国
中
最
も
長
い

国
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本

に
は
不
払
い
労
働
時
間
が
他
国
よ
り
も
か
な

り
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
実
態
と
し
て

は
他
の
先
進
国
よ
り
も
長
い
だ
ろ
う
。
日
本

の
労
働
時
間
の
長
期
動
向
を
図
‐
一
に
示
し

た
。
年
間
総
実
労
働
時
間
の
ピ
ー
ク
は
一
九

六
〇
年
で
、
二
四
〇
〇
時
間
を
超
え
て
い
た
。

こ
れ
が
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
（
一
九
七

三
〜
一
九
七
四
年
）
く
ら
い
ま
で
傾
向
的
に

短
く
な
り
、
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
八
年

く
ら
い
ま
で
は
二
一
〇
〇
時
間
を
前
後
す
る
。

そ
し
て
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
三
年
く
ら

い
ま
で
は
再
び
短
く
な
り
、
以
降
、
現
在
ま

で
少
し
ず
つ
短
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

労
働
時
間
の
推
移
に
は
、
景
気
の
動
向
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
。
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
ま
で
の
時
短
は
、
景
気
拡
大
に
よ
る
生

特 集 
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特集―長時間労働の影響 

年
間
の
総
実
労
働
時
間
は
、
近
年
着
実
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
が
、
残
業

や
休
日
出
勤
に
よ
る
所
定
外
労
働
時
間
は
減
ら
ず
高
い
水
準
を
維
持
す

る
一
方
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
も
社
会
問
題
と
し
て
認
識
が

深
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
根
絶
は
難
し
い
。
深
夜
に
及
ぶ
労
働
や
休

日
出
勤
に
よ
る
長
時
間
労
働
は
、
心
身
の
健
康
や
創
造
的
な
仕
事
に
悪

影
響
を
与
え
、
働
く
人
々
か
ら
家
族
や
地
域
社
会
と
の
触
れ
合
い
を
遠

ざ
け
る
こ
と
に
な
る
。
長
時
間
労
働
が
ど
の
よ
う
な
形
で
生
じ
、
ど
こ

に
歪
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。 

公
式
統
計
か
ら
み
た 

　
　
不
払
い
労
働
時
間
の
動
向 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
主
任
研
究
員
　
小
倉
　
一
哉 

産
性
の
上
昇
、
人
手
不
足
解
消
の
た
め
の
労

働
条
件
改
善
、
労
働
組
合
の
時
短
運
動
の
影

響
な
ど
が
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
経
済
環

境
が
激
変
し
、
人
手
不
足
と
い
う
状
況
は
終

わ
っ
た
。
こ
の
時
に
多
く
の
企
業
が
実
施
し

た
措
置
は
、
整
理
解
雇
で
は
な
く
、
労
働
時

間
の
削
減
だ
っ
た
。
日
本
の
企
業
は
、
景
気

変
動
に
伴
う
雇
用
調
整
の
際
に
、
人
員
よ
り

も
労
働
時
間
を
優
先
的
に
調
整
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
受
注
が
増
加
し

て
も
す
ぐ
に
新
規
雇
用
を
追
加
す
る
の
で
は

な
く
、
既
存
の
従
業
員
態
勢
で
時
間
外
労
働

を
増
や
し
て
市
場
の
動
向
を
に
ら
み
、
ま
た

反
対
に
受
注
が
減
っ
た
と
き
も
、
す
ぐ
に
大

量
解
雇
を
行
う
の
で
は
な
く
、
時
間
外
労
働

の
削
減
な
ど
、
労
働
時
間
を
調
整
す
る
こ
と

を
優
先
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

低
成
長
下
で
は
労
働
時
間
の
動
向
は
大
き
く

変
動
し
な
か
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
終
わ
り

頃
か
ら
の
時
短
は
、
バ

ブ
ル
景
気
と
労
働
基
準

法
の
改
正
の
影
響
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
一
九
八
七
年
ま
で

週
四
八
時
間
と
さ
れ
て

い
た
法
定
労
働
時
間
が
、

段
階
的
に
四
〇
時
間
へ

と
改
正
さ
れ
た
影
響
は

大
き
い
。 

　
と
こ
ろ
が
、
所
定
外

労
働
時
間
（
図
１
の
総

実
労
働
時
間
と
所
定
内

労
働
時
間
の
差
の
部
分
）

は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の

時
に
減
少
し
、
バ
ブ
ル

景
気
の
時
に
は
多
少
増

加
し
て
い
る
が
、
全
般

的
に
は
総
実
労
働
時
間

の
動
き
と
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
日
本
の
労
働
時
間

は
、
全
体
と
し
て
景
気

変
動
に
対
応
す
る
部
分

を
持
つ
が
、
恒
常
的
な

時
間
外
労
働
も
含
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
。 

  

２
．公
式
統
計
を
使
用
し
た 

　
　 

不
払
い
労
働
時
間
の
傾
向
把
握 

 

　
恒
常
的
な
所
定
外
労
働
時
間
の
存
在
は
明

確
で
あ
る
が
、
問
題
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

連
合
が
二
〇
〇
二
年
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、

回
答
し
た
組
合
員
の
約
二
六
％
は
、
「
不
払

い
残
業
」
を
頻
繁
、
も
し
く
は
月
の
半
分
く

ら
い
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
同

調
査
で
は
、
不
払
い
残
業
を
し
た
人
の
平
均

時
間
は
、
月
間
約
三
〇
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
次
に
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
不
払
い

労
働
時
間
の
傾
向
を
、
二
種
類
の
公
式
統
計

か
ら
把
握
し
た
い
。
こ
こ
で
使
用
す
る
公
式

統
計
と
は
、
総
務
省
の
「
労
働
力
調
査
（
労

調
）
」
と
厚
生
労
働
省
の
「
毎
月
勤
労
統
計

調
査
（
毎
勤
）
」
で
あ
る
。
両
統
計
の
正
確

な
定
義
等
に
つ
い
て
は
小
倉
・
坂
口
〈
二
〇

〇
四
〉
を
ご
覧
頂
き
た
い
が
、
こ
こ
で
は
ご

く
簡
単
に
両
統
計
の
性
質
の
相
違
に
つ
い
て

述
べ
て
お
く
。 

　
労
調
は
、
月
末
の
一
週
間
に
、
日
本
全
国

約
一
〇
万
人
を
対
象
に
就
業
状
態
等
を
調
査

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

労
働
時
間
に
つ
い
て
は

「
就
業
時
間
」
と
し
て
、

「
実
際
に
仕
事
に
従
事

し
た
時
間
」
が
記
入
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
労
調
の
「
就

業
時
間
」
は
、
副
業
や

不
払
い
労
働
時
間
も
含

ん
で
い
る
と
想
定
で
き

る
。
毎
勤
は
、
事
業
所

に
対
し
て
、
毎
月
の
労

働
者
数
、
労
働
時
間
、

給
与
等
を
調
査
し
て
い

る
。
労
働
時
間
に
関
し

て
は
、
事
業
所
全
体
の

所
定
内
労
働
時
間
、
所

定
外
労
働
時
間
、
総
実

労
働
時
間
が
記
入
さ
れ

て
い
る
。
事
業
所
が
回

答
し
て
い
る
た
め
、
い

わ
ゆ
る
不
払
い
労
働
時

間
の
ほ
と
ん
ど
は
含
ま

れ
て
い
な
い
と
想
定
で

き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
労

調
の
「
就
業
時
間
」
を 

図2 労調「月間値」と毎勤「月間値」の差・従業員規模30人以上 

図1 年間総実労働時間・所定内労働時間の推移 

注1：原データは、労調が「雇用者」の「週間就業時間」、毎勤は「常用労働者1人当たり月間総実労働時間」。 
注2：原資料より、労調の各年の公表数字を30／7倍して月間値とし、その値と毎勤の実労働時間との差をプロットしたものである。 
注3：従業員規模については、労調が「企業規模」、毎勤が「事業所規模」となるので、厳密な比較ではない。 
注4：その他、労調、毎勤の調査項目の定義等については、小倉・坂口[2004]を参照。 
原資料：総務省統計局「労働力調査報告」各年6月分。         
　　　　厚生労働省大臣官房統計情報部「毎月勤労統計調査月報－全国調査」各年6月分。 

資料出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査」 
注1：事業所規模30人以上の数値。 
注2：総実労働時間、所定内労働時間の年数値は、月間平均値を12倍して算出されている。 

1952 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 2000

1970 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 2000 02
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毎
勤
の
「
総
実
労
働
時
間
」
に
合
う
よ
う
月

間
値
に
修
正
す
る
と
、
労
調
の
労
働
時
間
の

ほ
う
が
毎
勤
よ
り
も
長
く
計
上
さ
れ
、
こ
の

差
を
不
払
い
労
働
時
間
の
近
似
値
と
し
た
比

較
が
で
き
る（
副
業
に
よ
る
影
響
は
小
さ
い
）。

た
だ
し
、
月
間
値
に
修
正
す
る
た
め
に
、
祝

日
法
に
定
め
る
祝
祭
日
を
含
ま
な
い
六
月
の

デ
ー
タ
の
み
を
使
用
し
た
。
も
ち
ろ
ん
労
調

と
毎
勤
を
厳
密
に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
筆
者
は
で
き
る
限
り
こ
の
問
題
を

除
去
す
る
努
力
を
行
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
大

ま
か
な
傾
向
を
把
握
す
る
と
い
う
目
的
に
は

合
致
す
る
と
考
え
て
い
る
。 

   

（
１
）
産
業
計
の
動
向 

　
初
め
に
、
労
調
と
毎
勤
の
月
間
値
の
差
を
、

全
産
業
（
非
農
林
業
）
の
値
で
比
較
す
る
。

図
２
に
は
、
労
調
と
毎
勤
の
差
に
つ
い
て
、

ど
ち
ら
も
従
業
員
規
模
を
「
三
〇
人
以
上
」

で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
男
女
計
の
動
き

で
は
、
年
に
よ
っ
て
変
動
が
あ
る
が
、
長
期

的
に
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九

七
〇
年
代
よ
り
も
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
ほ

う
が
、
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
動
き

は
男
性
で
も
同
様
で
、
特
に
男

性
は
近
年
に
お
け
る
格
差
拡
大

傾
向
が
見
ら
れ
、
月
間
三
五
時

間
前
後
の
格
差
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
女
性
に
関
し
て
は
、
長

期
的
に
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ

な
い
。 

　
図
３
は
、
労
調
と
毎
勤
の
差

に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
も
従
業
員

規
模
「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」
で

比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
男
女

計
の
傾
向
は
「
三
〇
人
以
上
」

の
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
、
男

性
の
近
年
に
お
け
る
格
差
は
三

五
〜
四
〇
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
女
性
の
長
期
動
向
で
は
、

変
動
が
激
し
い
が
、
一
九
七
〇

年
代
の
格
差
が
一
九
八
〇
年
代

中
頃
か
ら
一
九
九
〇
年
代
前
半

に
か
け
て
若
干
縮
小
し
、
近
年

は
ま
た
拡
大
傾
向
を
示
し
て
い

る
。 

  

（
２
）
産
業
別
の
動
向 

　
さ
ら
に
、
不
払
い
労
働
時
間

の
近
似
値
の
傾
向
を
産
業
別
に

見
よ
う
。
図
４
は
、
製
造
業
に
お
け
る
労
調

と
毎
勤
の
差
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
と

し
て
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
変
動

は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。
男
性
の
場
合
、
労

働
時
間
の
格
差
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
二
〇
〜
三

〇
時
間
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
は
一
〇
時
間

前
後
で
推
移
し
て
い
る
。 

　
図
５
は
、
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食
店
に
お

け
る
労
調
と
毎
勤
の
差
を
見
た
も
の
で
あ
る
。

長
期
的
に
は
男
性
、
女
性
と
も
に
格
差
拡
大

傾
向
に
あ
り
、
近
年
で
は
男
性
の
労
働
時
間

格
差
は
五
〇
時
間
超
、
女
性
で
も
三
〇
時
間

弱
と
な
っ
て
い
る
。
製
造
業
に
比
べ
て
、
労

調
の
労
働
時
間
の
長
さ
が
よ
り
強
く
表
れ
て

い
る
。 

　
図
６
は
、
金
融
・
保
険
業
、
不
動
産
業
に

お
け
る
労
調
と
毎
勤
の
差
を
見
た
も
の
で
あ

る
。
一
見
し
て
わ
か
る
こ
と
は
、
卸
売
・
小

売
業
、
飲
食
店
と
同
様
、
製
造
業
よ
り
も
労

働
時
間
格
差
が
大
き
く
、
ま
た
卸
売
・
小
売

業
、
飲
食
店
に
比
べ
る
と
格
差
の
変
動
が
激

し
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
一
九
八
〇
年
代
中

頃
か
ら
一
九
九
一
年
ま
で
は
、
男
性
の
労
働

時
間
格
差
は
五
〇
〜
六
〇
時
間
も
あ
っ
た
。

女
性
で
も
三
〇
時
間
前
後
と
な

っ
て
お
り
、
他
の
産
業
よ
り
も

明
ら
か
に
長
い
。
し
か
し
バ
ブ

ル
崩
壊
後
の
一
九
九
二
〜
一
九

九
五
年
に
は
男
性
、
女
性
と
も

月
間
で
二
〇
時
間
近
く
格
差
が

縮
ま
っ
て
い
る
。
近
年
に
お
い

て
は
、
男
性
は
比
較
的
長
時
間

の
ま
ま
推
移
し
て
お
り
、
女
性

は
若
干
減
少
傾
向
に
あ
る
。 

  

３
．今
後
の
課
題
と
し
て 

　
以
上
、
公
式
統
計
を
使
用
し

て
「
不
払
い
労
働
時
間
」
の
傾

向
を
紹
介
し
た
。
主
な
事
実
発

見
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
①
一
九
七
〇

年
以
降
の
動
向
を
見
る
と
、
全

体
的
に
労
調
と
毎
勤
の
労
働
時

間
格
差
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

②
格
差
の
拡
大
傾
向
は
、
女
性

よ
り
も
男
性
に
顕
著
で
あ
る
。

③
男
性
の
労
働
時
間
格
差
は
、

従
業
員
規
模
・
産
業
全
体
で
見

る
と
、
近
年
で
は
月
間
三
〇
時

間
な
い
し
そ
れ
以
上
あ
る
と
推

図3 労調「月間値」と毎勤「月間値」の差・従業員規模1,000人以上 

注1：図2に同じ。　注2：図2に同じ。　注3：図2に同じ。　注4：図2に同じ。　原資料：図2に同じ。 
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図4 労調「月間値」（規模計）と毎勤「月間値」（30人以上）の差・製造業 

注1：図2に同じ。　注2：図2に同じ。　注3：図2に同じ。　注4：図2に同じ。　原資料：図2に同じ。 
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特集―長時間労働の影響 

測
さ
れ
る
。
④
産
業
ご
と
に
見
た
長
期
動
向

を
総
合
す
る
と
、
製
造
業
に
比
べ
て
、
卸
売
・

小
売
業
、
飲
食
店
、
金
融
・
保
険
業
で
の
労

働
時
間
格
差
が
大
き
い
。
前
者
に
関
し
て
は
、

男
性
の
近
年
の
格
差
が
三
〇
時
間
前
後
で
あ

る
の
に
対
し
、
後
者
の
産
業
で
は
、
男
性
の

近
年
に
お
け
る
月
間
格
差
は
、
五
〇
時
間
前

後
と
な
っ
て
い
る
。 

　
日
本
の
労
働
者
の
不
払
い
労
働
時
間
は
、

全
体
と
し
て
も
相
当
数
存
在
す
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
状
況
は
業
種
・
業
態
や
景
気

動
向
等
に
よ
っ
て
か
な
り
の
程
度
変
動
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
不
払
い
労
働
時
間

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
で
さ
え
長
時

間
労
働
が
常
態
化
し
て
い
る
場
合
に
は
、
さ

ら
に
過
酷
な
環
境
で
働
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
長
時
間
労
働
に
よ
っ
て
労
働
者

の
生
産
性
が
徐
々
に
低
下
す
る
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
る
が
、
長
時
間
労
働
が
生
産
性
を
低

下
さ
せ
る
際
の
媒
介
変
数
と
も
呼
ぶ
べ
き
、

疲
労
・
健
康
障
害
・
ス
ト
レ
ス
等
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
特
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
念
頭

に
置
く
と
、
未
知
の
状
態
を
脱
し
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
不
払
い
労
働
時
間
の
実
態
把
握
が

困
難
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
発

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
明
確
に
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
疑
問
を

少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
調
査
研
究
を
続
け
て

行
く
必
要
が
あ
る
。 
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員
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暇
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Ｖ
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．
１
）
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ど
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数
。
労
働
経
済
学
専
攻
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図5 労調「月間値」（規模計）と毎勤「月間値」（30人以上）の差・卸売・小売業、飲食店 

注1：図2に同じ。　注2：図2に同じ。　注3：図2に同じ。　注4：図2に同じ。　原資料：図2に同じ。 
 

図6 労調「月間値」（規模計）と毎勤「月間値」（30人以上）の差・金融・保険業、不動産業 

注1：図2に同じ。　注2：図2に同じ。　注3：図2に同じ。　注4：図2に同じ。　原資料：図2に同じ。 
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